
すべてのMacユーザーに、最高の投資体験を。

Version2 操作ガイド
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MARKETSPEED for Macは国内株式取引用投資情報アプリケーションです。ご利用にあたっては以下をご確認
の上、ご利用ください。

ご利用準備
～ご利用にあたって～

3

対象商品・利用料

対象商品

MARKETSPEED for Macは国内株（現物・信用※）取引用のアプリ
ケーションです。国内株の注文・照会や資産情報などのトレーディ
ング機能をご利用いただけるほか、各種市況情報や国内株式の
銘柄情報をリアルタイムでご利用いただくことができます。

※一般信用取引(無期限（買建を除く）/短期/いちにち信用)の新規
注文を出すことはできません。

ダウンロード
MARKETSPEED for MacはApple社提供の「Mac App Store」からダ
ウンロードすることができます。

利用料
本アプリケーションは無料でご利用いただけます。

ハードウェアスペック・OSバージョン確認方法
1. ご利用のMacのハードウェアモデル・スペックおよびOSのバー

ジョンを確認するには、画面左上にあるAppleメニューをクリッ
クし、「このMacについて」を選択してください。 ダウンロードとインストール

表示されたMac App Store で「楽天証券」もしくは
「MARKETSPEED」と検索して、ダウンロードを開始します。
Mac App Storeにログインを行っていない場合は、Apple IDでログ
インを行う画面が表示されますので、ご自身のApple IDとパスワー
ドを入力してダウンロードしてください。ダウンロードが完了すると
自動でインストールが行われます。

推奨動作環境

推奨動作環境については楽天証券ウェブのMARKETSPEED for 
Mac 専用サイト（ https://marketspeed.jp/mac/ ）をご確認ください。

※正しく動作しない場合は、お使いの端末・OSの対応状況をご確
認いただき、カスタマーサービスセンターまでお問い合わせください

2. 上記の手順で表示されたウィンドウで、OSのバージョン、ハー
ドウェアのモデル、プロセッサやメモリのスペック情報を確認
することができます。

Mac App Storeの開き方
Mac App Storeは、画面左上のAppleメニューから「App Store」を選
択すると開くことができます。または、デスクトップ上のDockにある
以下のアイコンをクリックして開くこともできます。

アップデート
Mac App Store からダウンロードしたアプリケーションは、最新版
がリリースされた場合に、Mac App Storeからアップデートしてバー
ジョンアップをすることができます。（P4:バージョンアップ参照）

ダウンロード・インストール方法
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起動・ログイン

起動
• フォルダから起動

インストールされたMARKETSPEED for Mac を表示するには、メ
ニューの「移動」から「アプリケーション」をクリックします。

ログイン
起動するとログイン画面が表示されます。楽天証券のログインIDと
パスワードを入力して「ログイン」をクリックしてください。
「ログインID保存」をチェックすると、入力したログインIDが保存され
ます。

バージョンアップ
アプリの最新バージョンをご利用でない場合は以下のメッセージが
表示されます。ダウンロードをする場合は「はい」をクリックし、Mac
App Storeから最新版をダウンロードしてください。

表示された「アプリケーション」ウィンドウから「MARKETSPEED」の
アイコンをダブルクリックすると起動します。

システム関連のお知らせ
システム関連のお知らせがある場合、ログイン画面表示前に以下
の画面が表示されます。件名をクリックして内容をご確認ください。

ログインせずにご利用される場合は「ビジター接続」をクリックしてご利用く
ださい。この場合、表示される銘柄のレートは20分ディレイの表示となりま
す。

• Launchpadから起動

デスクトップの最下部にある「Dock」からロケットのアイコンである
「Launchpad」を起動すると以下の画面になります。こちらから
「MARKETSPEED」のアイコンをクリックして起動することもできます。

MARKETSPEED for Macのバージョン確認方法
ご利用のMARKETSPEED for 
Macのバージョンを確認する場
合は、メニューバーの
「MARKETSPEED」メニューから、
「MARKETSPEEDについて」を選
択します。

バージョン情報を表記したウィンドウが立ち上がるので、こちらで
バージョンをご確認いただけます。



メニューや各画面で共通の操作についてご説明いたします。

基本操作方法
～共通メニューやボタン～
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ウィンドウ

メインウィンドウ

画面上部右側に下記メニューを共通で表示しています。

その他のメニュー

メニューバー
メニューバーの各メニューでは、アプリケーションの機能としてログ
インや終了、各画面の表示や設定、PCウェブへ遷移などを行うこと
ができます。

メインウィンドウは、MAKETSPEED for Macにおいて基本となる画
面です。メインウィンドウは１画面のみ表示されます。それぞれの
情報は利用シーンに合わせて最適に構成されています。

• MARKETSPEED

環境設定やチャート設定（P40参照）、アプリケーション全体の非表示、ログ
アウト、終了の操作を行うことができます。

• ファイル

マルチウィンドウのレイアウトのインポート/エクスポートを行うことができま
す。

• 編集

選択可能なテキストデータのカット/コピー/ペーストなどの編集を行うこと
ができます。

• 表示

タブバーの表示、文字サイズの変更、スキンテーマの変更、ティッカーの表
示、フルスクリーン表示の設定を行うことができます。

• 楽天証券ウェブ

楽天証券のPCウェブの各画面へ、ログインした状態で直接遷移することが
できます。

• ウィンドウ

各マルチウィンドウの表示（P35参照）や各ウィンドウの非表示・縮小表示、
タブウィンドウの結合・解除を行うことができます。

• ヘルプ

オンラインヘルプ、アプリツアーへのリンクメニューとなっています。

グローバルメニューとサブニュー
グローバルメニューは、各投資情報や機能、お知らせのメニューで
構成されています。

サブメニューは、選択したグローバルメニューの下層のメニューで
構成されています。

• 投資情報

市況情報として株価指数・外株指数・為替（※楽天FXレートを表示）や、
個別銘柄詳細情報、株価ランキング、業種別指数、銘柄動向速報を
表示できます。 （P7参照）

• ニュース

ジャンル別のニュースをはじめとし、日経テレコン・フィスコ市況・四季
報速報などを閲覧することができます。 （P12参照）

• チャート

国内株式やマーケットの各銘柄のチャートを表示することができ、１画
面から４分割画面まで表示を切り替えることができます。（P14参照）

• マイボード

サーバーに保存している「お気に入り銘柄」と同期して各ページ単位
で一斉に表示することができます。プライズボードタイプやなど4種類
の画面を切り替えて表示することができます。 （P18参照）

• 照会

お客様の注文状況・約定状況・保有銘柄・建玉一覧の照会を行うこと
ができます。（P29参照）

• 資産・口座

お客様の資産情報として、商品ジャンル毎の時価評価額の情報や、
余力保証金率、実現損益を閲覧することができます。（P33参照）

• 入出金・振り替え

楽天証券のPCウェブの画面に直接ログインし、リアルタイム入金・出
金・入出金履歴・保証金振替指示をPCウェブ画面行えます。

• お知らせ

お客様個別のお知らせと、システム関連のお知らせを閲覧することが
できます。ポップアップウィンドウが表示されます。 （P39参照）

グローバルメニュー

サブメニュー

• 文字サイズ

文字サイズを小・中・大で切り替えることができます。
対象の画面は画面中央のメインのエリアに表示され
る現在値や板、チャート、市況、歩み値、ニュースなど
です。

小 中 大

共通メニュー

マルチウィンドウ
MAKETSPEED for Macではマルチウィンドウ
を採用しています。ポップアップで表示するこ
とができます。（詳細：P35参照）



• OS準拠のウィンドウの操作方法

各ウィンドウの左上にあるOS準拠のウィンドウコントロールボタン
は以下のように動作します。

赤ボタン・・・ウィンドウを閉じる

黄ボタン・・・ウィンドウをDockへしまう

緑ボタン・・・ウィンドウのフルスクリーン切替

• ティッカー表示切り替え

ティッカー切替ボタンをONにすると、画面最下部に
ティッカーエリアが出現し、情報がループで表示され
ます。（ティッカーの設定：P41参照）
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MARKETSPEED for Macでは以下の共通したインターフェイスのボ
タンで構成しています。

・詳細ボタン
検索などの機能の詳細設定を行うボタンです。

・設定ボタン（左）

リストの表示・非表示や並べ替えを行うボタンです。

・開閉ボタン（右）

画面の開閉を行うボタンです。

・拡大縮小ボタン

画面の最大表示・通常表示を切り替えるボタンです。

・メニューバー スクロールボタン

メニューバーが一部表示されない場合に出現します。ク
リックするとメニューバーが移動します。

・シェアボタン（左）

ウィンドウ内データをメール送信や保存など外部
へ出力するボタンです。

・コピーボタン（右）

ウィンドウ内データのコピーを行うボタンです。

• 更新頻度インジケーター、ディレイ情報

更新頻度インジケーターでは、プライスの更新
間隔を表示します。

リアルフィードの場合 更新間隔1秒の場合

Delayボタンをクリックすると、「ディレイ情報」がポップアップで表
示され、ディレイ対象の指数と時間が表示されます。

• ログアウト/ログイン

ログイン状態からログアウトする場合はこちらのボタ
ンをクリックします。起動時にログインしないでメイン
ウィンドウを開いた場合は同ボタンからログインする
ことができます。

共通ボタン・アイコン

・PCウェブリンクアイコン

クリックするとPCウェブに遷移します。

その他のボタン



基本情報エリアでは現在値・前日比率・前日終値・始値・高値・安
値と各タイムスタンプが表示されます。

基本情報エリア

投資情報では、株式指数や為替レートの「マーケット」や国内株式の「銘柄情報」のメニューにて、各銘柄の
時価情報や投資情報をリアルタイムで提供いたします。

投資情報
～国内株取引に必要かつ豊富な銘柄情報をリアルタイムで～
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マーケット

概要
「マーケット」画面では、国内外の株式指数や為替レート（※）を閲覧することができます。また、各銘柄の市況情報・時系列情報・チャートな
どの詳細情報を同時に閲覧することができます。
※為替レートは楽天FXのレートを表示しています。

マーケット情報一覧
マーケット情報一覧では、日経225やNYダウ、ハンセン指数などの
株式指数を一覧で閲覧することができます。また「指数のみ」「為替
レートのみ」で表示を絞り込むことが可能です。

任意の指数をクリックすると該当銘柄の詳細情報が右のウィンドウ
「基本情報エリア」「マルチファンクションエリア」に表示されます。

マルチファンクションエリアは2つの画面が用意されています。それ
ぞれの画面の機能は同じで、チャート・市況・時系列・ニュースの各
タブをクリックすることで、情報を切り替えて表示することができま
す。（各画面の操作説明：P9参照）

２つのマルチファンクションエリア

各項目はエリア右上の設定ボタンをクリックし、設定画面内で各指標をド
ラッグ＆ドロップすることで表示の順番を変更できます。（設定：P36参照）

2つのマルチウィンドウの境界をドラッグドロップすることでサイズを切り替え
ることができます。



8

個別銘柄

全体概要
「個別銘柄」画面では、各国内株式の銘柄詳細情報を同時に閲覧して、さらに注文を行うことができます。銘柄は個別に検索して表示する
か、登録した「お気に入り」銘柄や各ランキングから表示することができます。注文はメインウィンドウ固定の注文エリアか、右上にある「注
文」ボタンをクリックして注文専用のポップアップウィンドウのいずれからも行うことができます。

基本情報エリアでは、銘柄セレクタで選択した銘柄の、現在値・前
日比率・前日終値・始値・高値・安値決算日が表示されます。

基本情報エリアとお気に入り銘柄登録銘柄検索・銘柄セレクター
画面左側には「銘柄セレクター」が表示されます。検索結果、お気
に入り、ランキング、現物・信用の保有状況を一覧で閲覧できます。

ミニマーケット
「ミニマーケット」を活用することで、国内株式の個別銘柄情報と合
わせてマーケットのトレンドを参照することができます。

基本情報エリアの下部に当「板画面」が表示されます。上下10本の
プライスが表示されます。

板画面

「お気に入り」タブでは、登録された銘
柄がページ単位で閲覧することができ
ます。各ページ名・登録銘柄数が表示
されます。

「<」「>」ボタンで表示情報を切り替える
ことができます。

各ページのリストの編集は、グローバ
ルメニューの「マイボード」画面から行
います。（P18参照）

同画面は、各マーケットのプライス（最
大5銘柄）とラインチャートを閲覧する
ことができます。

チャート上部のボタンは表示期間を示
しており、切り替えできます。

右手上部の「設定」ボタンから表示状
態を設定でき、「開閉」ボタンで表示・
非表示を切り替えることができます。

「＋お気に入り」ボタンでお
気に入り銘柄として登録す
ることができます。
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マルチファンクションエリア

該当銘柄のチャート・市況・歩み値・時系列・ニュース・四季報・株
主優待を閲覧することができます。また、各ウィンドウの上部右に
ある拡大縮小ボタンで全画面表示に切り替えることができます。

チャート
チャート上部の設定領
域で指定されたチャート
が描画されます。またト
レンドラインの描画も可
能です。

市況
表示している銘柄の各
種詳細株価情報が閲覧
できます。

歩み値
上下にスクロールが可
能で、最大500件まで表
示されます。

時系列
同ウィンドウ上部の設
定領域で指定した時系
列の情報が表示されま
す。

ニュース
表示している銘柄の関
連ニュースのみを絞り
込んで表示します。

四季報
表示している銘柄の四
季報情報が閲覧できま
す。

株主優待
表示している銘柄の株
主優待情報が閲覧でき
ます。

注文エリア
注文エリアは板情報の下部に表示されます。

上下に表示領域を可変でき、注文を行わずに情報のみを閲覧した
い場合は最下部へ閉まって、必要な場合に引き出すことで画面が
広くないMacでも都度最適化してご利用いただけます。

注文エリア・資産および余力表示エリア

メインウィンドウには開閉可能な注文エリアと、該当の銘柄の保有
状況などを表示するエリアを設けています。

（チャート詳細操作・設定：P15参照）

本銘柄の資産・余力
メインウィンドウ右上部に、表示している銘柄の保有状況と全体の
余力情報のエリアを設けています。発注時に利便性を高めるため、
保有株式数・建玉数と評価損益、そして余力を同時に閲覧すること
ができるようになっています。

アイコンをクリックすると保有・建玉の詳細ウィンドウが表示さ
れます。

口座の株式数が表示されます。口座ボ
タンをクリックして表示を切り替えます。

余力情報は自動更新しないため、更新のアイコンをクリック
することで最新の情報を表示することができます。

• 注文ボタン
上記の固定注文エリアの他、ポッ
プアップで表示される注文ウィンド
ウも利用できます。

メインウィンドウ右上
の「注文」ボタンをク
リックすると、単独の
注文ウィンドウを表示
することができます。
画面サイズや用途に
応じてご利用いただけ
ます。

アイコンをクリックすると買付可能額・信用余力の詳細ウィン
ドウが表示されます。
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ランキング一覧

概要
東証プライム市場、東証スタンダード市場、東証グロース市場、JNX、Chi-Xにおける国内株式の各種ランキングの上位30銘柄をリアルタイ
ムにて一覧表示いたします。 ※株式分割及び株式併合が予定されている銘柄については、実際の数値と異なる場合がございます。

ランキング情報エリア
ランキング表示設定領域で、ランキングの種類・市場をそれぞれ選
択し、「検索」で表示することができます。

最右部にある「シェア」「コピー」ボタンで表示され
ているデータを外部へ出力することができます。

シェア・コピー

種類と算出式

 ランキング情報 算出式

1 値上り率 （現在値－前日終値）／前日終値
2 値下り率 （現在値－前日終値）／前日終値
3 値上り幅 現在値－前日終値
4 値下り幅 現在値－前日終値
5 寄付から値上り率 （現在値－始値）／始値
6 寄付から値下り率 （現在値－始値）／始値
7 前場寄前値上り率 8：00～9:00の東証前場寄り前に①の計算上位
8 前場寄前値下り率 8：00～9:00の東証前場寄り前に①の計算下位
9 後場寄前値上り率 12：05～12:30の東証後場寄り前に①の計算上位
10 後場寄前値下り率 12：05～12:30の東証後場寄り前に①の計算下位
11 出来高 累計出来高上位
12 日中出来高急増 （1分前～3分前出来高平均）

／ 4分前～15分前出来高平均
13 売買代金 売買代金上位
14 売買代金急増 （時点売買代金－売買代金5日移動平均）

／売買代金5日移動平均
15 高PER 現在値／EPSMS四季報値と異なる場合有り
16 低PER 現在値／EPS
17 高PBR 現在値／BPSMS四季報値と異なる場合有り
18 低PBR 現在値／BPS
19 配当利回り 配当／現在値
20 信用高倍率 信用買残／信用売残
21 信用低倍率 信用買残／信用売残
22 信用買残増 信用買残当週－信用買残前週
23 信用買残減 信用買残当週－信用買残前週
24 信用売残増 信用売残当週－信用売残前週
25 信用売残減 信用売残当週－信用売残前週
26 出来高乖離率 （当日出来高－前営業日出来高5日移動平均）

／前営業日出来高5日移動平均
27 ティック 約定回数（歩み値）の回数上位

※計算式① 「寄前基準値」＝売り買い最良気配/2
「寄前気配比」＝寄前基準値－前日終値
「寄前気配比率（%）」＝（寄前基準値－前日終値）/前日終値×100

楽天証券のお客様が取引されている銘
柄をランキング形式で表示。前月分の
データが閲覧できます。

楽天証券内ランキング（PCウェブ）

• 情報種類

プルダウンメニューでランキングの種類を選択します。
ランキングは27種類で各ランキングの詳細は右の図をご参照くださ
い。

• 市場

このプルダウンメニューで市場を選択します。

東証全市場/東証プライム市場/東証スタンダード市場/東証グ
ロース市場/JNX/Chi-X

ランキングの一覧とそれぞれの算出式は下記のとおりです。
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業種別指数一覧

「東証業種別株価指数」のリアルタイム値と業種の構成銘柄の一覧を表示いたします。画面の上段に指数の一覧が表示されます。指数を
クリックすると、指数の構成銘柄が下段に１ページ30銘柄ごとに表示されます。

上段の業種別指数一覧は、表示項目をクリックすると、表示順序がソートします（下段はソートしません）。

銘柄動向速報

東証プライム市場、東証スタンダード市場、東証グロース市場、東証その他市場における国内株式の銘柄動向速報情報を表示いたします。

最右部にある「シェア」「コピー」ボタンで表示されているデータを外部へ出力することができます。

シェア・コピー



ジャンル別で選択したジャンルのニュースや、銘柄のニュースは右
中央部の「ベッドライン」「本文」「関連銘柄」の各エリアに表示され
ます。

ヘッドライン・本文・関連銘柄エリア

ロイタージャパン、日本経済新聞社や東洋経済新報社など、複数の情報ベンダーが提供するマーケットニュー
スの最新情報をチェックすることができます。

ニュース
～充実のニュースをリアルタイムで～
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ニュース

ニュース概要
株式関連から日経テレコン21や四季報速報など多岐にわたるカテゴリのニュースをご覧いただけます。「ジャンル別」と「銘柄別検索」のメ
ニューを用意しています。「ジャンル別」では、各ジャンルや配信元で分けたニュースを選択することができます。「銘柄別検索」では、お気
に入りの銘柄や銘柄検索で銘柄別でニュースを絞り込むことができます。

配信元は、ロイター・ジャパン、フィスコ、東洋経済新報(四季報速報)、日本経済新聞社、フィスコ、 QUICKです。当日を含め30日間（四季報
速報については3ヶ月間）のニュースを蓄積しています。

セレクター
ニューズのジャンルや検索した銘柄を選択することができます。

「ジャンル別」メニューでは、セレクター
エリアに「ジャンルセレクター」が表示さ
れます。

「株式関連」「先物OP関連」「アジア市
場関連」「為替マネー」「金利関連」
「ユーロマネー」「米株関連」などのジャ
ンルや、情報ベンダーである「日経テレ
コン21」「フィスコ市況」「QUICKリサーチ
ネット」「四季報速報」から選択すること
ができます。

「銘柄別検索」メニューでは、セレクター
エリアに「銘柄セレクター」が表示されま
す。

銘柄名・コードでの検索や、「お気に入
り」「ランキング」で表示された銘柄をク
リックすることで右中央部のエリアに該
当の銘柄に絞り込まれた関連ニュース
が表示されます。

ジャンル別メニュー

銘柄別検索

• ヘッドラインエリア

ヘッドラインエリアでは、該当の
ニュースのヘッドラインが一覧で
表示されます。日付や配信元で
ソートすることができます。

• 本文エリア

ヘッドラインエリアの一覧でアク
ティブにしたニュースが本文エリ
アで表示されます。

• 関連銘柄エリア

本文エリアで表示されたニュー
スの関連銘柄が銘柄コードで表
示されます。
それぞれ銘柄コードをクリックす
ると、その銘柄の個別銘柄画面
に遷移します。
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日経テレコン21

日本経済新聞社が提供する日本最大級のビジネスデータベース
サービス「日経テレコン21」を無料でご利用いただけます。

Quickリサーチネット

QUICK企業研究所の提供する中立的なアナリストレポートとQUICK
の豊富な企業関連データベースを融合させたオンラインレポート
サービスをご利用いただけます。

フィスコ市況

フィスコ社(Financial Intelligence Support Company)の提供するフィ
スコ市況速報(楽天証券版)をご利用いただけます。

四季報速報

東洋経済新報社が独自に選定した主要300社を中心に年間2,000
本以上の記事を配信するサービスです。個人投資家に人気の高
い『会社四季報』のベースとなる情報を、発売前により詳細に情報
提供するものであり、主な内容は、東洋経済新報社の担当記者の
コメントと独自の業績予想です。

ジャンルセレクタで「日経テレコン21」をクリックしてください。右側中
央のニュースエリアに「日経テレコン21（楽天証券版）」のウェブが
表示され、「ご利用許諾条項」の同意事項を充分ご確認のうえ、 
「同意する」のアイコンをクリックするとご利用いただけます。

下層のページからトップなどに戻る場合はページ内上部にあるテ
キストリンクをご利用ください。

ジャンルセレクタで「フィスコ市況」をクリックしてください。右側中央
のニュースエリアに「フィスコ市況速報」のウェブが表示されます。

下層のページからトップなどに戻る場合はページ最下部にあるテ
キストの「戻る」ボタンをご利用ください。

ジャンルセレクタで「ＱＵＩＣＫリサーチネット」をクリックしてください。
右側中央のニュースエリアに「ＱＵＩＣＫリサーチネット」のウェブが
表示されます。

下層のページからトップなどに戻る場合はページ内上部にある「Ｑ
QUICKリサーチネット」の画像ボタンや「TOP」などのテキストボタン
をご利用ください。

ジャンルセレクタで「四季報速報」をクリックしてください。右側中央
のニュースエリアに「四季報速報」のウェブが表示されます。

下層のページからトップなどに戻る場合はページ内上部にある「Ｑ
QUICKリサーチネット」の画像ボタンや「TOP」などのテキストボタン
をご利用ください。



チャートエリアと操作パネル

従来のマーケットスピードのチャート機能を継承し、全63種類の多彩なチャートへ拡大しました。

チャート
～多彩なテクニカルチャートでトレンドを分析～

チャート

概要
MARKETSPEED for Macではグローバルメニューにチャートを設けました。チャートエリアは最大4画面を表示させることができます。チャー
トの種類は、チャート種、テクニカル系やオシレーター系などで58種類。特殊チャートを合わせると63種類と非常に多くの種類をご利用いた
だけます。また１つのウィンドウで最大11種類のチャートを同時に表示できるため、非常にリッチで高度な分析行うお客様にもご利用いただ
けます。更新は、リアルタイムフィードの場合1秒間に2回行われます。（設定：P40システムの設定参照）

チャートエリアの各画面で設定したチャートを表示します。表示する
銘柄や足種、テクニカルチャートの種類などはチャートエリア上部
にある操作パネルで指定します。

表示銘柄の指定
• 国内株式銘柄の場合

銘柄指定のエリアでは、「国内株式」や各指数の選択ができる
「マーケット」をプルダウンメニューから選択します。国内株式の場
合は銘柄検索テキストボックスで銘柄名かコードを入力して検索を
押します。「詳細」ボタンは検索の絞込みなどに活用します。

• マーケット（各株式指数、為替など）の場合

「マーケット」を選択した場合は、銘柄を選択するプルダウンメ
ニューから各株式指数や為替を選択します。

• ドラッグ＆ドロップによる反映

画面左部にある銘柄セレクタから各チャートの表示したい画面に
銘柄を「ドラッグ＆ドロップ」すると、チャートに即時反映されます。
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• チャートエリアが1画面のみの場合

チャートエリアの分割が1画面の場合か、拡大により1画面のみ表
示されている場合は、左部の銘柄セレクタでクリックした銘柄が
チャートエリアに反映されます。
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足種の指定
足種はティック、1～5分足、10分足、15分足、30
分足、1時間足、日足、週足、月足からプルダウン
で選ぶことができます。

トレンドラインの描画
テクニカルチャートの分析用として、各チャートエリアに
トレンドラインやアイコン、コメントなどを描画することが
できます。

原株価・修正株価の切り替え
「修正株価」とは、株式の分割や配当に伴う権利落ちを反
映させた株価のことです。

チャートのプライスを修正した株価にする場合はボタンの
状態を「修正株価」にします。また、修正しない元々の株価
にする場合はボタンの状態を「原株価」にします。

それぞれの足種のメニューをマウスを重ねると表
示期間を選択することができます。月足で最大20
年のチャートを表示することができます。

テクニカルチャートの指定
テクニカルチャートの選択は操作パネルの「テク
ニカル」をクリックします。

テクニカルチャートは、ロウソク足や折れ線などの基本線を選択す
る「チャート種」で9種類、移動平均線やボリンジャーバンドなどの
「トレンド」系で22種類、RSIやMACDなどの「オシレーター」系で出
来高を含めて27種類、の合計58種類から選択することができます。

• 最大同時表示数

1つのチャートエリアで選択できる種類は、「チャート種」からは1種
類のみ、「トレンド」「オシレーター」からはそれぞれ最大5種類を同
時に表示することができます。

上記同時表示例

・チャート種（1） ：ロウソク足

・トレンド(3) ：単純移動平均線、一目均衡表、価格帯別出来高

・オシレーター(5) ：出来高、RSI1、MACD、DMI、ATR

• テクニカルチャートの概要

テクニカルチャートの概要につい
ては「チャート設定」画面でそれ
ぞれのチャートをクリックすると解
説が表示されています。
（設定：P43参照）

• 描画の保存

描画の状態は、各銘柄の足種毎
に最後の状態が残ります。
足種を切り替えた場合や銘柄を変
更した場合でも、元の描画した銘
柄および足種を表示すると前回の
状態が表示されます。

• 描画ボタン

トレンドラインの描画ボタンをクリックすると

直下に4つの操作ボタンが表示されます。

・種類選択ボタン

描画の種類を選択することができます。ク
リックすると「描画ツール」「編集」「アイコ
ン」が表示されそれぞれ選択して利用しま
す。

・色指定ボタン

「描画ツール」で描画する際に色を指定す
ることができます。

・取り消しボタン

描画をひとつ前の状態に戻します。

・全削除ボタン

表示している銘柄・足種のチャートに描画したオブジェクトを全て削
除します。

十字カーソルの表示
十字カーソルの「＋」ボタンをクリックするとチャート上に
十字のカーソルが表示されます。横軸には日付、縦軸
にはプライスが表示されます。

• 四本値の表示

十字カーソルで、十字カーソルの縦軸が交差した日付の四本値
を閲覧することができます。

チャート上にレイヤーで乗っている「凡例エリア」で四本値（始値、
終値、高値、安値）が表示されます。



• テクニカルチャート設定ボタン（パラメーター、描画）

各テクニカルの名称の左側にある「設定」のアイコンをク
リックすると、テクニカルのパラメータや描画の設定を個別
に設定する画面が表示されます。

一括変更
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チャートの縦軸指定（通常・対数・固定）
チャートエリアに表示されているチャートに対して、
縦軸の表示方法を切り替えるのがこの「通常」
「対数」「固定」です。

・通常
チャート上の最高値を上限、最安値を下限して、チャート縦軸のメ
モリを可変にします。チャートが最大限拡大されるメリットがありま
す。

・対数

プライスの上下変動率を等間隔なるように計算したチャートです。
例えば、一定率（+5％など）で上昇した場合は正比例の直線にな
ります。変化率で傾向を分析する場合に適しています。

・固定

表示したチャートの縦軸のメモリ幅を固定にします。横にスクロー
ルしてもチャートそのものが拡大縮小されずに表示できることがメ
リットです。上下スクロールすることで隠れているチャートも閲覧で
きます。

その他の操作ボタン
• 「リセット」ボタン

チャートの拡大縮小やスクロールを初期に表示した状態
に戻します。ただし、テクニカル、トレンドラインなどの描
画、原・修正株価、通常・対数・固定はリセットされません。

• 「拡大・縮小」ボタン

1つのチャートエリアのウィンドウをメインエリア全体に表
示する場合や、全体表示したウィンドウを元に戻す場合
にクリックして切り替えます。 （共通ボタン：P6参照）

• メニューバー スクロールボタン

メニューバーが一部表示されない場合に出現します。ク
リックするとメニューバーが移動します。（共通ボタン：P6
参照）

チャート一括変更・画面分割

チャート情報・凡例エリア

チャートエリアに表示している銘柄のプ
ライスとチャートの情報を表示します。畳
んだり、チャート内で移動ができます。

分割表示されたチャートの表示指定を一括で変更できるエリアで
す。

・銘柄情報

銘柄コード・銘柄名、情報を取得したタイムス
タンプを表示します。

・プライス

現在値と前日比・比率の基本情報と、四本値
を表示します。

四本値の表示領域は、十字カーソル表示時
にはカーソルの縦軸が重なった足の四本値
が表示されます。

・凡例

表示している各テクニカルの凡例を表示しています。

設定は凡例エリアが表示されている
チャートのみ単独で反映されます。

最終設定情報は残るため、チャートを切
り替えても再現されますが、全体の
「チャート設定」を行った場合は、単独で設定した内容は変更され
ます。

変更対象は、銘柄、足種、テクニカルの3つになります。銘柄のみ
一括変更など、部分的に反映させることができます。

チャート画面の分割

チャート画面は1画面のみ、縦2画
面、横2画面、4画面の4つから選択
することができます。

• 画面の引継ぎ

それぞれの分割で、チャートは下図のとおり引き継いで表示されま
す。

1 1 2
1
2

1 2
3 4

チャート設定ボタン

クリックするとポップアップで「チャート設定」ウィンドウを直
接表示します。（設定：P42参照）

シェアボタン

シェアボタンでは、表示されているチャートを印刷したり、
メールで転送することができます。

メールやメッセージにPDFファイルとして添付し
たり、そのままPDFへの書き出しや印刷を行っ
たり、プレビューなどで直接表示したり、様々
な形でシェアを行うことができます。

• PDFファイルへ書き出し

アプリケーションで表示されたチャートがそのままの色設定で出力
されます。トレンドラインやコメントの描画も反映されます。

• 印刷（カラー、白黒）

印刷はカラーにも白黒にも対応しています。

白黒の場合はチャートの視認性を高めるた
め、背景色を白にしてチャートが黒線で印
刷されます。
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特殊チャート

「特殊チャート」では、比較チャートやポイントアンドフィギュアなど5種類あります。

操作方法
グローバルメニューの「チャート」から、サブメニューの「特殊チャー
ト」を選択します。

各チャートエリアの操作パネルや一括変更、画面分割はチャート
の操作方法と同様です。（操作方法：P14参照）

特殊チャートの選択
特殊チャートの選択は足種の右側にある
プルダウンメニューをクリックすると種類が
表示されます。

ボタンの名称は現在選択中の特殊チャー
トの名称が表示されます。

比較チャート
「比較チャート」は国内株式の銘柄だけでなく、マーケットの株式指
数や主要為替と比較することができます。

表示しているチャートの左端点を共通の100%として比較します。

• 比較設定

「比較チャート」を選択すると、選択したプルダウンメニューの右側
に「比較設定」ボタンがアクティブになります。

この「比較設定ボタン」をクリックすると、操作パネルで選択した銘
柄に対して比較する銘柄を最大3つまで選択することができます。



マイボードでは、お気に入り銘柄として登録した銘柄を株価ボードのように一斉表示することができます。登
録銘柄はスマートフォンアプリ「iSPEED」ともクラウド連携することが可能です。

マイボード
～最高の株価ボードが実現しました～
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マイボード

「マイボード」ではお気に入り銘柄として登録した銘柄を一覧で表示します。５つのビューを切り替えて表示することができます。

お気に入りを一斉表示する「マイボード」
MARKETSPEEDやPCウェブ、iSPEED では個別銘柄をお気に入り
銘柄として楽天証券のサーバーに登録できます。

サーバーに登録しておくと、いつでもどこでも最新の状態を閲覧で
きる他、パソコンやスマホなどのデバイスを問わずに利用できます。

お気に入り銘柄は、各ページ100銘柄まで、最大10ページまで登録
可能です。マイボードは、このお気に入り銘柄をページ単位で一斉
に閲覧する画面です。

ページ切り替え
マイボードのページを切り替える場合は数字のボタンをクリックす
るか矢印のボタン「<」「>」をクリックして切り替えてください。

ページ名・登録銘柄数
マイボードの表示エリアの左上部にページの名称と、登録している
銘柄数および残りの登録可能銘柄数が表示されます。

並び替え
マイボードは登録順に左上から右に向かって表示されますが、並
び替えることができます。銘柄コード、現在値、前日比・比率、を降
順・昇順に切り替えることができます。登録順に戻す場合には「保
存状態に戻す」をクリックします。

編集ボタン
「編集」ボタンをクリックすると、ページに表示されて
いる銘柄の登録・削除や移動など行うことができま
す。（編集モード：P21参照）

マイボードと「お気に入り」銘柄

ビューの切り替え
マイボードの５つのビューは下記のボタンをクリックしての切り替え
ます。（各ビュー：P19参照）

マイボード基本操作

マイボードでは、個別銘柄毎で構成されるそれぞれのボード・パネ
ルで前日比率を7段階に分けて色表示します。デフォルトでは前日
比プラスは赤、前日比マイナスは緑で表示されます。最も彩度の
高い赤が前日比+10%以上、最も彩度の高い緑の前日比-10%以下
となっています。色設定と比率数設定は環境設定で変更できます。
（設定：P41参照）

▲

+10%
▲

+5% 0%+ -
▲

-10%
▲

-5%

７段階のカラー
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「プライスボード小」

「プライスボード大」
「プライスボード大」ではより多くのプライス情報を表示し、一度に多く
の銘柄を表示することができます。このビューのみラインチャートを表
示することができるのが特徴です。

• プライス/チャート切替ボタン

各ボード内の「プライス」「チャート」アイコンをクリックすると表示が切り
替わります。ラインチャートは最大5つまで表示するこごができます。

「パネル小」
パネル小は、板情報の比較をベースとして活用す
ることができるのが特徴です。（マーケットスピード
Win版の「ザラバ情報2」をイメージした画面です ）

「パネル大」
パネル大では、板情報と株価詳細
情報を閲覧することができるため、
より細かく銘柄を比較することがで
きます。 （マーケットスピードWin版
の「ザラバ情報3」をイメージした画
面です ）

「プライスボード小」は基本的なプライスをベースとし、1ページに登録
した銘柄を最も多く一度に表示することができます。

1つのボードには、銘柄名、銘柄コード、現在値、前
日比を表示します。

・プライス・・・銘柄名、銘柄コード、現在値、前日比、
前日比率、前日終値、始値、高値、安値を表示しま
す。

・チャート・・・銘柄名、銘柄コード、ラインチャート（表
示期間：1日、1週間、1ヶ月、6ヶ月、1年、2年）を表
示します。

1つのパネルには、プライズボード大の基本情報
（銘柄名、銘柄コード、現在値、前日比、前日比率、
前日終値、始値、高値、安値）に加え、出来高、売
買代金を表示します。

板情報は上下8本表示します。

1つのパネルには、パネル大の基
本情報、板情報に加え、市況情報
や信用情報を表示します。

「リスト」
「リスト」はカスタマイズ性を重視したビューです。各項目のタイトルを
タップすることで任意の項目でリストの並び替えが可能です。また、各
項目のタイトルをドラッグ＆ドロップすることで、表示項目の並び順を
変更することもできます。

1行に、銘柄名、銘柄コード、現在値、前日比、前日比率、始値、高値、
安値、売気配価格（＋数量）、買気配価格（＋数量）を表示します。
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登録順

マイボードでは、銘柄コード、現在値、前日比、前日比率、を降順・
昇順に並び替えることができます。

登録順に戻す場合には「保存状態に戻す」をクリックします。

並び替え

登録順が基本表示状態です。登録順の並び順を変更する場合は
「編集」ボタンから行います。（編集：P21参照）

前日比順
「前日比」のボタンをクリックすると並び変わります。ボタンの表示
が「前日比▼」は降順、「前日比▲」は昇順です。

前日比率順
「前日比率」のボタンをクリックすると並び変わります。ボタンの表
示が「前日比率▼」は降順、「前日比率▲」は昇順になります。

前日比率順の場合はボード・パネルの色表示と連動した状態にな
ります。

その他の操作

ダブルクリックで個別銘柄画面へ
マイボードの各ボード・パネルをダブルクリックすると「個別銘柄」画
面で該当の銘柄が表示されます。

表示領域の最適化
マイボードはあらゆるMacintoshの解像度に対応するため、１つの
パネル単位で自動的に改行します。全てのビューで対応していま
すので、最適な表示を行うことができます。

「副ボタン」でポップアップウィンドウを表示
Macintosh の「副ボタン」（Windowsの右クリックに該当）を行うと、
ポップアップメニューが表示されます。

メニューにはポップアップウィンドウの一覧が表示され、個別銘柄
関連のメニューを選択すると、パネルの銘柄を引き継いでポップ
アップウィンドウが表示されます。

個別銘柄に遷移した後、マイボードに戻る場合はグローバルメ
ニューの「マイボード」をクリックしてください。
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編集モード

全体概要
マイボードの編集を行う場合は、マイボード上部にある操作パネルの「編集」ボタンをクリックします。ページに表示されている銘柄の登録・
削除・コピー・移動を行うことができます。表示レイアウトは左部に銘柄セレクタ、編集エリアはプライズボード小の大きさで表示します。

編集基本操作 ページ名称と変更、登録銘柄数の確認
編集エリアの上部にページ数、ページ名、登録銘柄数が表示され
ます。ページ名を変更する場合は、ページ名の領域をクリックして
アクティブな状態にします。最大12文字（全半角区別無し）まで入
力することができます。

編集ページとページの切り替え
「編集」ボタンを押したページが編集状態になりますが、別のペー
ジを編集する場合は、ページのボタンか矢印「<」「>」をクリックして
移動します。

完了・保存・キャンセル
編集モードの実行ボタンに「完了」
「保存」「キャンセル」があります。

• 「完了」ボタン

編集モードを完了して通常モードへ戻るためのボタンです。
情報を変更している場合は、保存して完了するか、変更内容を破
棄するかアラート表示され、いずれか選択して戻ることができます。

• 「保存」ボタン

表示中のページの編集を保存して、続けて他のページを編集する
場合に使います。他のページに移るには毎回保存が必要です。

• 「キャンセル」ボタン

編集中の状態を一旦破棄する（編集前の状態に戻す）場合に使い
ます。編集モードを継続します。

表示中のページを変更している状態で他のページへ移動しようと
すると、表示中のページの変更を保存するか破棄するかのアラー
トが表示され、いずれかを選択して移動することができます。

移動・コピーエリア
編集中のページから他のページへコピー・移動する場合に使うエリ
アです。ドラッグ＆ドロップを行ったり、クリックして指定して実行す
ることができます。（操作詳細：P22参照）

取り消し
銘柄の移動や削除の操作を取り消す場合にクリックしま
す。一つ前の編集状態になります。一度保存した後は取
り消すことはできません。

なお、ページ名称は取り消し対象外です。

削除
表示中のページから銘柄を削除する場合は「ゴミ箱」の
アイコンにドラッグ＆ドロップするか、銘柄を選択して「ゴ
ミ箱」をクリックします。取り消しの対象です。
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並び替え（ページ内）

銘柄の移動はページ内での移動と、ページをまたがった移動の両
方が可能です。

銘柄のコピーでは、既存のページに銘柄を残したまま、他のページ
に銘柄をコピーすることができます。

銘柄の並び替え・移動・コピー

ページ内での表示の並び替えは、銘柄のパネルを移動したい箇所
へドラッグ＆ドロップします。

移動・コピー（他のページ）

・ドラッグ＆ドロップで移動

表示しているページの銘柄を他の
ページに移動・コピーする場合は、
画面下部にある各ページの枠にド
ラッグ＆ドロップし、マウスを放すと
「コピー」「移動」の選択ボタンが出
現します。

いずれかをクリックして移動・コピー
を行うことができます。

移動先のページの枠には新しく登
録された銘柄が青く表示されます。

移動できないページは非表示
銘柄を他のページに移動・コピーする際、下部の銘柄の枠が隠れ
るページがあります。

ページに銘柄を新たに追加する場合は、左側にある「銘柄セレク
タ」から銘柄をドラッグ＆ドロップして追加することができます。

この動作は、既に同一銘柄があるか登録銘柄数が100件を超える
場合に隠れます。移動を試さなくても良い点が特徴です。

・チェックして移動

ドラッグ＆ドロップしないで移動・コピーする方法も用意しています。

下記の様に、各銘柄の円枠をチェックします。

ドラック＆ドロップしないで移動・コピーする方法も用意しています。

下記の様に、各銘柄の円枠をチェックします。その後下部の銘柄
ページをクリックすると「コピー」「移動」ボタンが出現して、いずれ
かをクリックすることができます。

銘柄の追加

銘柄セレクタからドラッグ＆ドロップ

ランキングの銘柄など、銘柄セレクタに表示された銘柄を複数選択
して一斉に追加することができます。

一斉追加



概要

注文ウィンドウでは、リアルタイムの板情報を見ながら、国内株式の現物取引および信用取引※を行うことが
できます。
※一般信用取引(無期限（買建を除く）/短期/いちにち信用)の新規注文を出すことはできません。

注文
～どの画面からもスピーディーな注文を～
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注文ウィンドウ

注文ウィンドウは、選択銘柄の基本情報や板情報を表示するエリアと、注文入力をするエリアに分かれています。注文は、国内株式におけ
る現物取引の買い・売り・訂正取消、信用取引の新規・返済・現引・現渡を行うことができます。

基本情報エリアには、選択した銘柄の現在値・前日比・前日終値・
始値・高値・安値決算日が表示されます。

基本情報エリア

基本情報エリアの下部に当「板画面」が表示されます。上下10本の
プライスが表示されます。

板情報エリア

マウスカーソルがタイトルバーの下部に触れると表示されます。

銘柄検索エリア

• 銘柄詳細検索ウィンドウ

詳細ボタンを押すと表示されます。複数条件で銘柄を検索できます。

現物買い・現物売り・現物訂正取消・信用新規・信用返済・信用訂
正取消・現引・現渡に切り替えられます。

注文方法セレクター

※ 執行条件について、「大引不成」、「期間指定」には対応しておりません。

※
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[現物]買い注文

現在の国内現物株式における買付可能額とNISA口座での買付可
能額を表示します。NISA口座を未開設の場合は、申込/受付状況
ボタンが表示されます。

余力表示エリア

• 買付可能額ウィンドウ

内訳ボタンをクリックすると、買付可能額ウィンドウがポップアップし、5営業
日分の預り金と日計り買付拘束金を閲覧できます。

現物取引の買い注文の入力を行うことができます。注文方法を選
択すると、入力フォームが切り替わります。

現物買い注文受付画面

余力の詳細な内訳を表示するウィンドウをポップ
アップするボタンです。

• 内訳ボタン

NISA買付可能額およびNISA申込/受付状況の表示
を開閉するボタンです。

• 開閉ボタン

[現物]売り注文

注文ウィンドウを起動時に設定された銘柄の保有状況を表示しま
す。売りボタンをクリックすると、入力画面へ遷移します。

現物売り注文銘柄選択画面

選択された保有株式の現物売り注文の入力を行うことができます。
注文方法を選択すると、入力フォームが切り替わります。

現物売り注文受付画面

• 現物売り注文銘柄選択ウィンドウ

現物売り銘柄選択ボタンをクリックすると、表示されます。売りボタ
ンをクリックすると、注文受付画面へ遷移します。

通常注文・逆指値付通常注文・逆指値注文に切り替えられます。

注文入力エリア
通常注文・逆指値付通常注文・逆指値注文に切り替えられます。

注文入力エリア

※ MARKETSPEED for Macは、セット注文には対応しておりません。
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[現物]訂正取消注文

現物訂正取消注文選択画面

注文ウィンドウを起動時に設定された銘柄の注文状況を表示しま
す。訂正・取消ボタンをクリックすると、訂正受付画面へ遷移します。

現物注文の訂正通常注文の入力を行うことができます。

訂正受付画面

• 現物訂正・取消一覧ウィンドウ

訂正取消一覧ボタンをクリックすると表示される画面です。現在注
文中の現物取引の一覧を表示します。訂正・取消ボタンをクリック
すると、入力受付画面へ遷移します。

• 訂正取消一覧ボタン

注文の訂正・取消ができる注文中の一覧
を表示するボタンです。

取消対象の注文内容をご確認の上、現物注文の取消を行うことが
できます。

取消画面

選択した注文内容の訂正を受付するための画面
へ遷移するためのボタンです。

• 訂正ボタン

選択した注文の取消を受付するための画面へ遷
移するためのボタンです。

• 取消ボタン

通常注文・逆指値付通常注文・逆指値注文に切り替えられます。

注文入力エリア

• 注文種類セレクター

通常注文・逆指値付通常注文・逆指値注文の中から、変更可能な
注文方法がアクティブになっており、クリックで入力エリアを切り替
えられます。
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[信用]新規注文

• 信用余力ウィンドウ

信用余力ウィンドウは、詳細ボタンをクリックすることでポップアップ表示さ
れます。5営業日分の信用余力や保証金率などを閲覧できます。

信用取引の新規注文の入力を行うことができます。注文方法を選
択すると、入力フォームが切り替わります。

信用新規注文受付画面

[信用]返済注文

注文ウィンドウの起動時に設定された銘柄の保有状況が表示され
ます。返済ボタンをクリックすると、入力画面へ遷移します。

信用返済建玉選択画面

価格と執行条件の入力を行うことができます。

信用返済注文受付画面

• 信用返済銘柄選択ウィンドウ

信用返済銘柄選択ボタンをクリックすると表示されます。返済ボタ
ンをクリックすると、返済数量を指定する画面へ遷移します。

新規建可能額と保証金率を表示しています。

余力表示エリア

信用返済数量指定画面

通常注文・逆指値付通常注文・逆指値注文に切り替えられます。

注文入力エリア
返済を行う数量を入力できます。

※ MARKETSPEED for Macは、セット注文には対応しておりません。
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[信用]訂正取消注文

信用訂正取消注文選択画面

注文ウィンドウを起動時に設定された銘柄の注文状況を表示しま
す。訂正・取消ボタンをクリックすると、訂正受付画面へ遷移します。

信用注文の訂正注文の入力を行うことができます。注文方法を選
択すると、入力フォームが切り替わります。

訂正受付画面

注文の訂正・取消ができる注文中の一覧
を表示するボタンです。

• 訂正取消一覧ボタン

• 現物訂正・取消一覧ウィンドウ

訂正取消一覧ボタンをクリックすると表示される画面です。現在注
文中の現物取引の一覧を表示します。訂正・取消ボタンをクリック
すると、入力受付画面へ遷移します。

取消対象の注文内容をご確認の上、信用注文の取消を行うことが
できます。

取消画面

通常注文・逆指値付通常注文・逆指値注文に切り替えられます。

注文入力エリア

選択した注文内容の訂正を受付するための画面
へ遷移するためのボタンです。

• 訂正ボタン

選択した注文の取消を受付するための画面へ遷
移するためのボタンです。

• 取消ボタン

• 注文種類セレクター

通常注文・逆指値付通常注文・逆指値注文の中から、変更可能な
注文方法がアクティブになっており、クリックで入力エリアを切り替
えられます。
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[信用]現渡注文

注文ウィンドウの起動時に設定された銘柄の建玉を表示します。

信用現渡建玉選択画面

口座区分を選択し、暗証番号を入力します。

信用現渡注文受付画面

• 信用現渡銘柄選択ウィンドウ

信用現渡銘柄選択ボタンをクリックすると表示されます。現渡ボタ
ンをクリックすると、現渡数量を指定する画面へ遷移します。

現渡を行う数量を入力します。

信用現渡数量指定画面

[信用]現引注文

信用現引建玉選択画面

口座区分を選択し、暗証番号を入力します。

信用現引注文受付画面

• 信用現引銘柄選択ウィンドウ

信用現引銘柄選択ボタンをクリックすると表示されます。現引ボタ
ンをクリックすると、現引数量を指定する画面へ遷移します。

現引を行う数量を入力します。

信用現引数量指定画面

注文ウィンドウの起動時に設定された銘柄の建玉を表示します。

確認画面を省略するを選択すると、確認画面は表示されません。



国内株式の現物取引および信用取引に関する注文照会、約定照会、保有状況をご確認いただくことができます。

照会
～注文から約定、保有状況までをすっきりと一覧で～
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[現物]注文照会

概要
国内株式の現物取引に関する注文の一覧を表示いたします。上段の注文一覧エリアは、銘柄、期間、注文状況などの項目をそれぞれ選
択し、「検索」を押下することで表示されます。注文一覧から注文を選択すると、下段の注文詳細エリアに該当注文に関する詳細情報を表
示いたします。表示項目をクリックすると、表示順がソートできます。

訂正・取消可能注文

注文一覧エリアには、すべての注文を表示するほか、訂正・取消
が可能な注文だけに限定して表示することもできます。

銘柄
銘柄コードまたは銘柄名で、表
示を絞り込めます。

期間
「当日」「1ヶ月」「3ヶ月」「6ヶ月」「1年」で、
表示を絞り込めます。

検索の基本操作

口座区分

売買
信用取引は、「すべて」「買注文」「売注文」
で、表示を絞り込めます。

注文状況

信用区分
信用取引は、 「制度信用」、「一般信
用」で、表示を絞り込めます。

取引
現物取引は、「すべて」「買付注文」「売付
注文」で、表示を絞り込めます。

照会画面のリストは、次の選択項目によって、内容を絞り込んで表
示することができます。

直近期日
信用の建玉一覧は、「すべて」「1週
間以内」「1ヶ月以内」「3ヶ月以内」
「3ヶ月超」で、表示を絞り込めます。
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[現物]約定照会

国内株式の現物取引に関する約定状況を一覧にて表示いたします。約定一覧エリアは、銘柄、期間、口座区分、信用区分、買・売の売買
種類をそれぞれ選択し、「検索」を押下することで表示されます。表示項目をクリックすると、表示順がソートできます。

[現物]保有銘柄一覧

国内株式の現物取引に関する保有銘柄の一覧を表示いたします。上段の保有銘柄一覧エリアは、銘柄や口座区分をそれぞれ選択し、
「検索」を押下することで表示されます。保有銘柄一覧かリストを選択すると、下段の保有銘柄数量詳細エリアに該当銘柄に関する保有数
量や取得単価などの詳細情報を表示いたします。表示項目をクリックすると、表示順がソートできます。
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[信用]注文照会

国内株式の信用取引に関するご注文の一覧を表示いたします。上段の注文一覧エリアは、銘柄、期間、信用区分、注文状況などの項目を
それぞれ選択し、「検索」を押下することで表示されます。注文一覧から注文を選択すると、下段の注文詳細エリアに該当注文に関する詳
細情報を表示いたします。表示項目をクリックすると、表示順がソートできます。

[信用]約定照会

国内株式の信用取引に関する約定状況を一覧で表示いたします。一覧を表示するエリアは、銘柄、期間、口座区分、信用区分、買・売の
売買種類をそれぞれ選択し、「検索」を押下することで表示されます。表示項目をクリックすると、表示順がソートできます。
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[信用]建玉一覧

国内株式の信用取引に関する保有銘柄の一覧を表示いたします。上段の建玉合計一覧エリアは、銘柄や口座区分をそれぞれ選択し、
「検索」を押下することで表示されます。建玉を選択すると、下段の建玉詳細エリアに該当建玉に関する数量や約定価格などの詳細情報を
表示いたします。表示項目をクリックすると、表示順がソートできます。

建玉サマリーエリア

建玉サマリーエリアでは、信用取引における評価損益額、売建・買
建の建玉金額とその合計額を表示しています。

銘柄別建玉合計
現在の建玉を銘柄別に合計して表示します。リストを選択すると、
該当銘柄を構成する各建玉明細を、下段の建玉明細エリアに表示
いたします。

表示項目

返済/現引・現渡、！、コード、銘柄名、口座区分、市場、信用区分、
弁済期限、売買、建玉数量合計(株/口)、建玉金額合計(円)、執行
中数量合計(株/口)、直近期日、時価(円)、時価評価額(円)、評価
損益額合計(円)、評価損益率(%)、PER、PBR、配当利回り (%)

売建の場合は現渡ボタンが、買建の場合は現引
ボタンが表示されます。

・返済/現引・現渡ボタン

建玉明細
建玉明細エリアでは、銘柄別建玉合計エリアにて選択をされた建
玉銘柄の詳細を表示しています。リストを選択すると、該当銘柄に
かかる諸費用を、下段の諸費用明細エリアに表示いたします。

表示項目は以下のとおりです。

返済/現引・現渡、！、コード、銘柄名、口座区分、市場、信用区分、
弁済期限、売買、建玉数量(株/口)、発注数量(株/口)、約定単価
(円)、建日、期日、時価(円)、時価評価額(円)、評価損益額(円)、評
価損益率(%)、保証金率(%)、現金保証金率(%)

諸費用明細
建玉一覧は、「すべて」「1週間以内」「1ヶ月以内」「3ヶ月以内」「3ヶ
月超」で、表示を絞り込めます。



資産の時価評価額、取引余力、保証金率、実現損益など、お客様資産に関する情報をご覧いただけます。

資産・口座
～すべてのアセットを時価評価し、余力や保証金率もひと目で把握～
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総合サマリー

概要
お客様の資産やお取引口座の状況をご覧いただけます。上段資産状況を時価評価で表示する「総合サマリー情報」エリア、中段は、現物、
信用、NISA口座の各種買付可能額や出金可能額の状況、そして信用取引保証金の保証金率などを表示する「余力・保証金率」エリア、下
段が各種お取引口座に関する「口座開設状況」エリアとなっています。

時価評価額サマリー
楽天証券でお預かりしているお客様の保有資産をすべて合計し、当日の時価評価額、前日の時価評価額、前日比、前日比率を表示します。

総合サマリーエリア
お客様の保有資産について、当日の時価評価額、前日の時価評価額、前日比、前日比率を商品別に表示します。

参考為替レートは楽天FXのレートを表示しています。
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実現損益

実現損益の合計とその内訳を表示いたします。実現損益は、銘柄、期間、種類、口座区分によって絞り込む表示することもできます。平均
取得価額を小数で表示したい場合は、チェックボックスをオンにしてください。

口座開設状況エリア
各商品における口座開設の状況をご覧いただけます。

未開設の場合は、申込ボタンからお手続きをしてください。

当日における、現物・NISA・信用の買付可能額、出金可能額、保
証金率を表示します。表示項目をクリックすると、表示順がソートで
きます。

余力・保証金率エリア

・エリアの表示/非表示の切り替え

営業日毎の現物買付可能額と出金可能額を表示します。

口座開設状況エリアを折りたたんで非表示にしたり、再
表示させたりの切り替えを行うボタンです。

・余力予定



メインウィンドウの他に個別の画面をポップアップで表示できるマルチウィンドウをご利用いただけます。オ
リジナルのデスクトップをレイアウトすることができます。

マルチウィンドウ
～マルチウィンドウだから、自分のデスクトップを作れます～
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マルチウィンドウ

概要
マルチウィンドウ対応のパーツは、マーケットやニュースから、各銘柄のパネル、チャート、市況やマーケットなど、レイアウトをカスタマイズ
してご利用いただけます。

ウィンドウの種類と画面数基本操作

マルチウィンドウの開き方
マルチウィンドウを開く方法は2通りあります。

1つは、メニューバーの「ウィンドウ」メニューから開く方法。もうひと
つは、画面上の領域から「副ボタンのクリック（右クリック相当）」で
ポップアップメニューを表示する方法です。後者の場合は銘柄情報
を引き継いで表示できます。

推奨上限数と最大画面数
ウィンドウは1画面のみ開くメインウィンドウなど含めると12種類に
なります。

それぞれウィンドウを同時に動作させるためにMacintoshのパワー
をフルに活用します。多数の画面を同時に利用する場合、アプリ
ケーションのパフォーマンスに影響するため、下図のように各ウィ
ンドウの「推奨上限数」と「最大上限数」を設けています。

銘柄の指定方法

メニューバー 副ボタンのクリック

銘柄情報を表示するマルチウィンドウでは、タイトルバーにカーソ
ルを近づけると銘柄名・コードを入力する欄がスライドで表示さ
れます。入力して検索することで指定することができます。

ウィンドウ名 推奨上限数 最大画面数

メイン 1 1

ティッカー、お知らせ、ニュース 各1 各1

歩み値 3 8

板・市況 各10 各20

プライス 15 20

マーケット 3 5

ミニマーケット 3 10

チャート、特殊チャート 各4 各10

注文、注文照会、約定照会、
保有銘柄一覧、建玉一覧

各1 各1

時価評価額、総合サマリー、
余力・保証金率、実現損益、

現物買付可能額・出金可能額、
信用余力

各1 各1

 「最大画面数」内で画面を開くことができます。また、 「推奨上
限数」に達する場合はアラートメッセージが表示されます。（1画
面のみの場合は表示されません）

 全ウィンドウの合計最大上限数は20画面です。（※メインウィン
ドウ、お知らせを除く）

 リアルフィードをご利用の場合は「推奨上限数」内でご利用いた
だくことを推奨いたします。



タブの分離
・ウィンドウのタブバーをつかみ、ウィンドウ外にドラッグ＆ドロッ
プするとウィンドウが分離します。

・「ウィンドウ」メニューから「タブを新しいウィンドウに移動」を選
択した場合も、表示しているタブが別ウィンドウに分離します。
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タブウィンドウ

macOS Sierra以降のOSでは、マルチウィンドウのパーツをひとつのウィンドウに統合することができます。統合したウィンドウは任意の場所
に配置できますので、デスクトップのスペースを有効に活用できます。

※本機能をご利用いただくには「macOS Sierra」以降へのアップデートが必要です。

タブバー対応ウィンドウ

タブバーの表示
マルチウィンドウを開き、メニューバーの「表示」から「タブバーを表
示」を選択します。（タブバー対応ウィンドウのみ）

タブバー右端の「＋」ボタンを押すと、新規タブ選択画面が表示さ
れます。一覧から開きたいウィンドウをクリックします。

タブの結合
・ウィンドウのタブバーをつかみ、別ウインドウにドラッグ＆ドロッ
プするとウィンドウが結合します。

・「ウィンドウ」メニューから「すべてのウィンドウを結合」を選択す
ると、結合可能なすべてのウィンドウを１つのウィンドウに統合し
ます。 ウィンドウ名 タブバー表示

マーケット ○

ニュース ○

市況 ○

板 ○

歩み値 ○

チャート・特殊チャート ○

現物注文照会、現物約定照会、
保有銘柄一覧

○

信用注文照会、信用約定照会、建玉一覧 ○

総合サマリー、
余力・保証金率、実現損益、

現物買付可能額・出金可能額、信用余力
○

お知らせ ○

タブを追加

ドラッグ＆ドロップ



37

歩み値
「歩み値」ウィンドウは画面の推奨上限数は3、最大画面数は8です。

マーケット
「マーケット」ウィンドウは画面の推奨上限数は3、最大画面数は5
です。設定アイコンをクリックして表示指標と順序を設定します。

板
「板」ウィンドウは画面の推奨上限数は10、最大画面数は20です。

ミニマーケット
「ミニマーケット」ウィンドウは画面の推奨上限数は3、最大画面数
は10です。設定のアイコンをクリックして、表示指標と順序を設定し
ます。ミニマーケットは最大5つまでです。

市況
「市況」ウィンドウは画面の推奨上限数は10、最大画面数は20です。

チャート
「チャート」ウィンドウは画面の推奨上限数は4、最大画面数は10で
す。

プライス
「プライス」ウィンドウの画面の推奨上限数は15、最大画面数は40
です。

特殊チャート
「特殊チャート」ウィンドウは画面の推奨上限数は4、最大画面数は
10です。

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応
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注文
「注文」ウィンドウの画面表示
は１画面のみです。

ウィンドウの左右端にカーソル
を合わせてクリックしたまま左
右に移動すると、縦表示・横表
示の切り替えができます。

現物注文照会
「現物注文紹介」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

現物約定照会
「現物約定紹介」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

保有銘柄一覧
「保有銘柄一覧」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

信用注文照会
「信用注文照会」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

信用約定照会
「信用約定照会」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

建玉一覧
「縦玉一覧」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応
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ティッカー
「ティッカー」ウィンドウの画面表示は１画面のみです。マルチウィン
ドウとは別に、メインウィンドウに追加で表示することができます。

ニュース
「ニュース」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

ウィンドウ内で情報がスクロールしていますが、停止やスピードの
変更をマウスの操作で行うことができます。（ティッカーの設定：P41
参照）

タイトルをダブルクリックして本文を表示します。本文はポップアッ
プで別ウィンドウで表示されます。

余力・保証金率
「余力・保証金率」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

実現損益
「実現損益」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

信用余力

現物買付可能額・出金可能額
「現物買付可能額・出金可能額」ウィンドウの画面表示は1画面の
みです。

「信用余力」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。「時価評価額」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

時価評価額

総合サマリー
「総合サマリー」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応

タブバー対応
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メインウィンドウ
「メインウィンドウ」はアプリケーションを利用する上で必ず起動する
画面で、1画面のみ表示されます。

マイレイアウトのエクスポート・インポート
マルチウィンドウのレイアウトは「マイレイアウト」としてエクスポー
ト・インポートすることができます。

メニューバーの「ファイル」から「マイレイアウト」を選択して「イン
ポート」もしくは「エクスポート」を指定します。

お知らせ・システム関連のお知らせ
「お知らせ」ウィンドウの画面表示は1画面のみです。

「お知らせ」ウィンドウから「システム関連のお知らせ」を同じウィン
ドウ内で切り替えて表示することもできます。

• グローバルメニューの「お知らせ」

「お知らせ」はグローバルメニューから表示することもできます。同
じポップアップメニューが表示されます。

「未読」のお知らせがある場合はアイコン上にワッペンが表示され
ます。

・情報の更新
画面起動時は最新情報
を表示しますが自動更
新を行いませんので、
「更新」ボタンで最新情
報を取得してください。

レイアウトの保持と保存

レイアウトの保持
レイアウト情報（ウィンドウの位置・サイズ）は保持されて、ログアウ
トやアプリケーションを終了した後に、再ログインすると自動的にメ
インウィンドウに再現します。

MacOSでは仮想デスクトップのナンバリングが行えなく、位置・サイ
ズの情報のみ保存されます。

したがって、ウィンドウを複数の仮想デスクトップに個別にレイアウ
トしている場合は、メインウィンドウに集約して表示されることになり
ます。また、タブウィンドウも再現されません。

1 2 1 2
3

4
3

4
メイン 仮想 仮想 メイン 仮想 仮想

再ログイン後のデスクトップデスクトップ
再ログイン

• インポートによるレイアウトの再現

保存したマイレイアウトファイルをインポートするとレイアウトが再
現されます。

ただし、マイレイアウト情報も、上記「レイアウトの保持」と同様に、
仮想デスクトップの情報は保存できません。

したがって、仮想デスクトップに表示したウィンドウはメインデスク
トップに集約されます。また、タブウィンドウも再現されません。

• エクスポート

ファイルは「MARKETSPEED for Mac」独自の「マイレイアウトファイ
ル形式（rmlx）」で保存されます。

タブバー対応



システム

設定
～アプリケーションの設定とチャートの設定～

41

環境設定とチャート設定

画面全般の表示の設定について
は「環境設定」で行います。また、
チャートの設定について「チャート
設定」で行います。

注文・約定設定
口座や信用区分において、注文・約定時の基本表示の設定を行い
ます。また、注文時のステップを効率化するための設定も行えます。

環境設定

システムの設定
「システム」のタブでは、「価格配信方法」と「国内株式 歩み値」の
設定を行います。

・設定の開き方

メニューバーから開く場合は、
「MARKETSPEED」のメニューの「環境
設定」「チャート設定」を選択します。

または、ウィンドウ上から「副ボタン」
（右クリック相当）をクリックしてどの
ウィンドウからも開くことができます。

• 価格配信方法

リアルフィードを使用する場合と、使用せずに指定秒間で配信設定
を行う場合の設定を行います。

設定の変更を行うと再ログインのメッセージが表示されますので、
「OK」をクリックしてご利用ください。

更新頻度の情報はメインウィンドウ上部の「更新頻度インジケー
ター」のエリアに状態が表示されます。（表示内容：P6参照）

[リアルフィードとは]
現在値などの時価情報が更新されるたびに配信を行う仕組みのこ
とです。寄り付き直後などの取引が活況な時間帯には秒間で数回
配信される場合もあります。

一方で、極度に膨大な情報量が発生した場合はアプリケーション
に負荷が大きくかかって不安定になる場合もありますので状況に
応じてご利用ください。

• 国内株式 歩み値

取得本数を500/1000/2000/5000から選択します。

画面設定
画面設定では、フォントサイズや株価の表示設定などアプリケー
ション全体に関わる表示関連の設定を行います。

• デフォルト設定

口座区分、信用区分、信用新規売買区分、執行条件の基本選択
を設定します。

• SORを常に有効にする

チェックを入れると、注文時のSOR設定がデフォルトで有効となりま
す。（注文画面で有効⇔無効の変更は可能です）

SOR・・・東京証券取引所やPTS（私設取引システム）など複数の市
場から最良価格がある市場を自動的に選び、売買を執行します。
※SORは市場に「東証」が選択されている場合のみ選択可能です。

• 注文確認画面を省略する

チェックを入れると、注文時に確認画面のステップを省くことができ
ます。

• 取引暗証番号を省略する

取引暗証番号を予め入力しておくことで、注文時の取引暗証番号
の入力を省くことができます。

• 通知設定

約定時に選択した音を出力することができます。

「通知センター設定」
MacOS で提供されている通知センターの機能と連携することがで
きます。約定時にバナーや通知パネルに表示させることが可能で
す。
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マイボードの設定
• 銘柄クリック時の遷移先

マイボードのパネルをクリックした際の遷移先を設定することがで
きます。

ティッカーの設定
ティッカーは、国内株のお気に入りの銘柄・指数・為替レートの現
在値やニュースを自動ロールで表示するウィンドウです。

マルチウィンドウで表示されるティッカーも設定は共通になります。

（マルチウィンドウ表示：P25参照）

・お客様名表示
メインウィンドウ上部右の共通メニューのエリアにお客様名の
表示・非表示を設定できます。（詳細：P5参照）

• 各種価格表示
・株価の整数表示
株価の小数点表示設定で、小数点銘柄ではない銘柄の価格を
整数表示し、小数点銘柄も小数点以下が「.0」の場合には整数
表示にする設定です。「する」にすると有効になります。

• 色指定
価格の上昇時・下降時の色設定が行えます。反転時の設定も
個別に可能です。色の領域をクリックして選択してください。

• エフェクト
価格が更新されたときの表示のエフェクトを「なし」も含めて4種
類から選択できます。

• 起動時
メインウィンドウに表示されるティッカーの表示・非表示の設定
です。

• ティッカー表示項目
・表示位置指定
ティッカーウィンドウ内は2段で構成さ
れているため、それぞれの情報に対し
て、表示なし/1段目表示/2段目表示を設
定します。

・表示内容
国内株式はお気に入りに登録ページを指定して設定します。
指数、為替レートは「選択」ボタンから選択します。順番を入れ替えるこ
ともできます。
ニュースは株式関連/金利関連/為替マネーなど7種類のジャンルのい
ずれかを設定します。

• 前日比率によるパネル色指定

マイボードのパネルは、前日比率のレンジに合わせて7段階で色
表示されます。

前日比率の設定と色は個別に行うことができます。（マイボード：
P19参照）

・文字サイズ
文字サイズを小・中・大で切り替えることができます。メインウィ
ンドウ上部右の共通メニューのボタンと連動しています。（詳
細：P5参照）

・スキンテーマ
ウィンドウ全体の背景色を選択することができます。

「Traditional Graphite（黒）」「Comfort Aluminium（白）」の2種類
から選ぶことができます。フォントカラーは別の設定画面で個
別に行ってください。

Traditional Graphite

Comfort Aluminium

• 全体
・ログイン時のコミュニケーションエリア
メインウィンドウ最下部にキャンペーンなどのお薦め情報を表
示する「コミュニケーションエリア」があります。ログイン後の表
示・非表示の設定が行えます。
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• 商品別設定
・国内株式
「場間区切線」の表示と色設定と、チャート初期表示時の「原株
価/修正株価」の設定が行えます。

・国内先物、海外先物
「限月区切線」の表示と色設定と、チャート初期表示時の「ナイ
トセッション」の「あり/なし」設定が行えます。

・為替レート
為替チャートの初期表示の「Ask/Bid」を設定できます。

チャート設定

基本設定

設定対象のチャート
チャートの設定対象は、投資情報メニューの「マーケット」「個別画
面」、チャートメニューの「チャート」「特殊チャート」、マルチウィンド
ウの「チャート」「特殊チャート」です。

また、ミニチャートは専用の設定メニューを選択してカスタマズでき
ます。

• 価格線
現在値ラインとラベルの表示/非表示、前日終値ラインの表示/
非表示（日中足のみ）と色指定が行えます。

• 余白確保本数
チャートの最新足から右側の領域に、本数単位で余白設定が
行えます。

• 分足チャート連続表示
立会時間外の間隔を空けず、ティック及び分足チャートを連続
して表示します。
国内株式、日株指標、先物指標のそれぞれ設定できます。

• 目盛表示
価格軸（縦軸）のメモリを「両側」か「右側」のみかを選択できま
す。また軸の線およびフォントの色指定も行えます。

• 背景色
背景上部と背景下部でグラデーションの効果を表現できます。
また、「凡例」の色指定では不透明度（値が小さいとより透ける）
の設定も行うことができます。

• その他
十字カーソルの設定が行えます。線は点線など種類も選ぶこと
ができます。

表示・目盛の設定

共通操作
チャート設定は、各設定画面
の最下部にある「チャートに

表示・目盛の設定では、チャートの軸の設定や表示のルール、背
景色の色などの設定を行います。十字カーソルの設定もこちらの
項目で設定します。

描画設定
トレンドラインやメジャーライン、フィボナッチなどの描画系テクニカ
ル、コメントの背景色や文字色など、描画系各種設定が行えます。

反映」ボタンをクリックしてチャートに反映させます。

また、提供時の状態に戻すことできて、「デフォルトに戻す」ボタ
ンをクリックすると各チャート単位で元の状態に戻ります。

• 初期化
カラーパターンを「黒に戻す」「白に戻す」「カスタムに戻す」から
選んで、全画面に反映させることができます。
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テクニカルチャートの設定
テクニカルチャートの各種設定はチャート設定内の左部にあるメニュー「チャート種」「トレンド系」「オシレーター系」からそれぞれ選択して個
別に設定することができます。

テクニカルチャートの解説
テクニカルチャートはチャート種、トレンド系、オシレーター系で分類されて
います。また、特殊チャートなどは「チャート種」メニューの中に分類されて
います。

テクニカルチャートのメニュー
MARKETSPEED for Macでは豊富なテクニカルチャートを提
供しているため、すべてのテクニカルチャートに設定画面に
テクニカルチャートのサンプルイメージと解説を付けていま
す。

設定の優先順位
チャートの設定はこちらの「チャート
設定」と、各チャートウエリア単位で
画面上の凡例から個別に設定する
ことができます。

チャートウィンドウに個別に設定した
後に、「チャート設定」を行った場合
は後者の設定に書き換わります。
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機能 ログイン後 ログイン前（ビジター）

投資情報 マーケット 日経225

リアル 20分ディレイ

日経300

TOPIX

JPX日経400

JASDAQ

日経500

日経JASDAQ平均

東証２部

マザーズ

JASDAQ-TOP20

東証REIT

NYダウ30種

15分ディレイ

NASDAQ

S&P500指数

ハンセン指数

H株指数

上海総合指数

レッドチップ指数

225先物大証（期近）

リアル 20分ディレイ
225先物大証（期先）

225ミニ大証（期近）

225ミニ大証（期先）

225先物CME（期近）

10分ディレイ

225先物CME（期先）

225SGX大証（期近）

225SGX大証（期先）

mini Dow（期近）

mini S&P500（期近）

mini NQ100（期近）

Gold先物CMX（期先）

ドル/円

リアル

ユーロ/円

ポンド/円

豪ドル/円

NZドル/円

ランド/円

カナダドル/円

スイス/円

香港ドル/円

SGドル/円

ユーロ/ドル

ポンド/ドル

豪ドル/ドル

NZドル/ドル

ドル/スイス

ポンド/スイス

ユーロ/ポンド

ユーロ/スイス

豪ドル/スイス

NZドル/スイス

豪ドル/NZドル

Nクローネ/円

トルコリラ/円

人民元/円

メキシコペソ/円

ドル/カナダドル

取扱市場 東証 東証

（1部、2部、マザーズ、
JASDAQ）、JNX、Chi-X

（1部、2部、マザーズ、
JASDAQ）、JNX、Chi-X

株価 更新頻度 リアルタイム、1秒～5秒 20分ディレイ

詳細 ○ △（一部のみ）

板
上下10本表示、オーバー、

アンダー
×

時系列情報 日々・週間・月間

ランキング 値上り率 ○ ×

値下り率

値上り幅

値下り幅

寄付から値上り率

寄付から値下り率

前場寄前値上り率

前場寄前値下り率

後場寄前値上り率

後場寄前値下り率

出来高

日中出来高急増

売買代金
売買代金急増

高PER

低PER

高PBR

低PBR

配当利回り

信用高倍率

信用低倍率

信用買残増

信用買残減

信用売残増

信用売残減

出来高乖離率

ティック数上位 全27

業種別指数一覧 ○ ×

銘柄動向 ストップ安 ○ ×

速報 ストップ高

特別売気配

特別買気配

新高値

新安値

大口約定

会社四季報 ○ ×

株主優待 ○

ニュース 配信元 ロイター ○ △（タイトルのみ）

フィスコ △（一部のタイトルのみ）

株式新聞 ×

四季報速報 ×

ラジオ日経 ×

ジャンル 株式関連 ○ ○

先物OP関連 ×

アジア市場関連 ○

為替マネー ○

金利関連 ○

ユーロマネー ○

米株関連 ○

日経テレコン21 ×

フィスコ市況 ×

QUICKリサーチネット ×

四季報速報 ×

機能 ログイン後 ログイン前（ビジター）

お気に入り
銘柄

表示、編集 ○ △（サーバ同期なし）

チャート 足種 ティック

○（最長7日） ×

1分足

2分足

3分足

4分足

5分足

10分足

15分足

30分足

1時間足

日足 ○（最長10年） ○（最長10年）

週足 ○（最長１0年） ○（最長10年）

月足 ○（最長20年） ○（最長20年）

基本チャート ロウソク足

○

折れ線

時系列新値足

騰落価格

騰落率

平均足

ドット

バー

陰陽足

特殊チャート 比較チャート

○

ポイントアンドフィギュア

新値足

カギ足

逆ウォッチ曲線

トレンド系テ
クニカル

単純移動平均線

○

一目均衡表

一目均衡表（時間論、基本
数値）

回帰トレンド

フィボナッチ（戻り・ザラ場）

フィボナッチ（戻り・終値）

フィボナッチ（新値・ザラ場）

フィボナッチ（基調転換）

ボリンジャーバンド

パラボリック（ロング）

パラボリック（ショート）

エンベローブ

ピボット

ピークボトム

ピークボトム（日柄）

指数平滑移動平均

HLバンド

Variable Volatility Stops

多重移動平均線

加重移動平均線

VWAP

価格帯別出来高

トレンド系オ
シレータ

出来高

○

移動平均乖離率

RSI1

RSI2

ストキャスティクス

スローストキャスティクス

スローストキャスティクス（オリ
ジナル）

MACD

RCI

DMI

強弱レシオ

モメンタム

ROC

サイコロジカルライン

ATR

CCI

ウィリアムズ%R

Aroon-Indicator

Aroon-Oscillator

DPO

UOS

ボラティリティレシオ

標準偏差

標本標準偏差

ボリュームレシオ1

ボリュームレシオ2

レシオケータ

描画ツール トレンドライン

○

メジャーライン

フィボナッチ・リトレースメント3
本

フィボナッチ・リトレースメント5
本

フィボナッチ・アーク（円弧）

フィボナッチ・ファン（扇）

フィボナッチ・タイムゾーン

ギャン・アングル

ペンタゴン

円

四角形

水平線

テキスト

アイコン選択

印刷 ○
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楽天証券の各取扱商品等をお取引いただく際は、所定の手数料や諸経費等をご負担いただく場合があります。また各取扱商品等
は、価格の変動等によって損失が生じるおそれがあります。お取引にあたっては、当該商品の目論見書、契約締結前交付書面等をよ
くお読みになり、内容について十分にご理解いただき、ご自身の判断と責任でお取引いただくようお願いいたします。

■国内株式 国内ETF／ETN 上場新株予約権証券（ライツ）
【株式等のお取引にかかるリスク】
株式等は株価（価格）の変動等により損失が生じるおそれがあります。上
場投資信託（ETF）は連動対象となっている指数や指標等の変動等、上
場投資証券（ETN）は連動対象となっている指数や指標等の変動等や
発行体となる金融機関の信用力悪化等、上場不動産投資信託証券（
REIT）は運用不動産の価格や収益力の変動等、ライツは転換後の価格
や評価額の変動等により、損失が生じるおそれがあります。※ライツは上
場および行使期間に定めがあり、当該期間内に行使しない場合には、投
資金額を全額失うことがあります。

●レバレッジ型、インバース型ＥＴＦ及びＥＴＮのお取引にあたっての留意点
上場有価証券等のうち、レバレッジ型、インバース型のETF及びETN（※

）のお取引にあたっては、以下の点にご留意ください。
・ レバレッジ型、インバース型のETF及びETNの価額の上昇率・下落率
は、2営業日以上の期間の場合、同期間の原指数の上昇率・下落率に
一定の倍率を乗じたものとは通常一致せず、それが長期にわたり継続す
ることにより、期待した投資成果が得られないおそれがあります。
・ 上記の理由から、レバレッジ型、インバース型のETF及びETNは、中長
期間的な投資の目的に適合しない場合があります。
・ レバレッジ型、インバース型のETF及びETNは、投資対象物や投資手
法により銘柄固有のリスクが存在する場合があります。詳しくは別途銘柄
ごとに作成された資料等でご確認いただく、またはコールセンターにてお尋
ねください。
※ 「上場有価証券等」には、特定の指標（以下、「原指数」といいます。
）の日々の上昇率・下落率に連動し1日に一度価額が算出される上場
投資信託（以下「ETF」といいます。）及び指数連動証券（以下、「ETN」
といいます。）が含まれ、ETF及びETNの中には、原指数の日々の上昇率
・下落率に一定の倍率を乗じて算出された数値を対象指数とするものが
あります。このうち、倍率が＋（プラス）１を超えるものを「レバレッジ型」とい
い、－（マイナス）のもの（マイナス１倍以内のものを含みます）を「インバース
型」といいます。

【信用取引にかかるリスク】
信用取引は取引の対象となっている株式等の株価（価格）の変動等によ
り損失が生じるおそれがあります。信用取引は差し入れた委託保証金を
上回る金額の取引をおこなうことができるため、大きな損失が発生する可
能性があります。その損失額は差し入れた委託保証金の額を上回るおそ
れがあります。

【株式等のお取引にかかる費用】
国内株式の委託手数料は「ゼロコース」 「超割コース」「いちにち定額コー
ス」の3コースから選択することができます。

〔ゼロコース（現物取引）〕
約定金額にかかわらず取引手数料は0円です。
但し、原則として当社が指定するSOR（スマート・オーダー・ルーティング（
※１））注文のご利用が必須となります。（当社が指定する取引ツールや
注文形態で発注する場合を除きます。）
ゼロコースをご利用される場合には、当社のSORや（Rクロス（※２））の内
容を十分ご理解のうえでその利用に同意いただく必要があります。
※１ SORとは、複数市場から指定条件に従って最良の市場を選択し、
注文を執行する形態の注文です。
※２ 「Rクロス」は、楽天証券が提供する社内取引システム（ダークプール
（※３））です。
※３ ダークプールとは、証券会社が投資家同士の売買注文を付け合わ
せ、対当する注文があれば金融商品取引所の立会外市場(ToSTNeT)
に発注を行い約定させるシステムをいいます。

〔ゼロコース（信用取引）〕
約定金額にかかわらず取引手数料は0円です。
但し、原則として当社が指定するSORのご利用が必須となります。（当社
が指定する取引ツールや注文形態で発注する場合を除きます。）

〔超割コース（現物取引）〕
1回のお取引金額で手数料が決まります。

取引金額 取引手数料
5万円まで 55円（税込）
10万円まで 99円（税込）
20万円まで 115円（税込）
50万円まで 275円（税込）
100万円まで 535円（税込）
150万円まで 640円（税込）

3,000万円まで 1,013円（税込）
3,000万円超 1,070円（税込）

〔超割コース（信用取引）〕
1回のお取引金額で手数料が決まります。

取引金額 取引手数料
10万円まで 99円（税込）
20万円まで 148円（税込）
50万円まで 198円（税込）
50万円超 385円（税込）

超割コース大口優遇の判定条件を達成すると、以下の優遇手数料が適
用されます。大口優遇は一度条件を達成すると、3ヶ月間適用になります
。詳しくは当社ウェブページをご参照ください。

〔超割コース 大口優遇（現物取引）〕
約定金額にかかわらず取引手数料は0円です。

〔超割コース 大口優遇（信用取引）〕
約定金額にかかわらず取引手数料は0円です。

〔いちにち定額コース〕
1日の取引金額合計（現物取引と信用取引合計）で手数料が決まりま
す。

1日の取引金額合計 取引手数料
100万円まで 0円
200万円まで 2,200円（税込）

300万円まで
以降、100万円増えるごとに

1,100円（税込）追加。
3,300円（税込）

※1日の取引金額合計は、前営業日の夜間取引と当日の日中取引を
合算して計算いたします。
※一般信用取引における返済期日が当日の「いちにち信用取引」、お
よび当社が別途指定する銘柄の手数料は0円です。これらのお取引は、
いちにち定額コースの取引金額合計に含まれません。

【かぶミニTM（単元未満株の店頭取引）にかかるリスクおよび費用】
●リスクについて
かぶミニTMの取扱い銘柄については市場環境等により、取扱いを停止す
る場合があります。

●費用について
売買手数料は無料です。

かぶミニTM（単元未満株の店頭取引）は、当社が自己で直接の相手方
となり市場外で売買を成立させます。そのため、取引価格は買付時には
基準価格に一定のスプレッド（差額）を上乗せした価格、売却時には基
準価格に一定のスプレッド（差額）を差し引いた価格となります（1円未満
の端数がある場合、買付時は整数値に切り上げ、売却時は切り捨て）。
なお、適用されるスプレッドは当社ウェブサイトにて開示していますが、相
場環境の急変等により変動する場合があります。
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●カスタマーサービスセンターのオペレーターの取次ぎによる電話注文は、
上記いずれのコースかに関わらず、1回のお取引ごとにオペレーター取次ぎ
による手数料（最大で4,950円（税込））を頂戴いたします。詳しくは取引
説明書等をご確認ください。

●信用取引には、上記の売買手数料の他にも各種費用がかかります。
詳しくは取引説明書等をご確認ください。

●信用取引をおこなうには、委託保証金の差し入れが必要です。最低
委託保証金は30万円、委託保証金率は30％、委託保証金最低維持
率（追証ライン）が20％です。委託保証金の保証金率が20％未満となっ
た場合、不足額を所定の時限までに当社に差し入れていただき、委託保
証金へ振替えていただくか、建玉を決済していただく必要があります。
レバレッジ型ＥＴＦ等の一部の銘柄の場合や市場区分、市場の状況等に
より、30％を上回る委託保証金が必要な場合がありますので、ご注意くだ
さい。

【貸株サービス・信用貸株にかかるリスクおよび費用】
（貸株サービスのみ）
●リスクについて
貸株サービスの利用に当社とお客様が締結する契約は「消費貸借契約」
となります。株券等を貸付いただくにあたり、楽天証券よりお客様へ担保
の提供はなされません（無担保取引）。
（信用貸株のみ）
●株券等の貸出設定について
信用貸株において、お客様が代用有価証券として当社に差入れている
株券等（但し、当社が信用貸株の対象としていない銘柄は除く）のうち、
一部の銘柄に限定して貸出すことができますが、各銘柄につき一部の数
量のみに限定することはできませんので、ご注意ください。

（貸株サービス・信用貸株共通）
●当社の信用リスク
当社がお客様に引渡すべき株券等の引渡しが、履行期日又は両者が
合意した日に行われない場合があります。この場合、「株券等貸借取引
に関する基本契約書」・「信用取引規定兼株券貸借取引取扱規定第2
章」に基づき遅延損害金をお客様にお支払いいたしますが、履行期日又
は両者が合意した日に返還を受けていた場合に株主として得られる権利
（株主優待、議決権等）は、お客様は取得できません。

●投資者保護基金の対象とはなりません
貸付いただいた株券等は、証券会社が自社の資産とお客様の資産を区
別して管理する分別保管および投資者保護基金による保護の対象とは
なりません。

●手数料等諸費用について
お客様は、株券等を貸付いただくにあたり、取引手数料等の費用をお支
払いいただく必要はありません。

●配当金等、株主の権利・義務について（貸借期間中、株券等は楽天
証券名義又は第三者名義等になっており、この期間中において、お客様
は株主としての権利義務をすべて喪失します。そのため一定期間株式を
所有することで得られる株主提案権等について、貸借期間中はその株式
を所有していないこととなりますので、ご注意ください。（但し、信用貸株で
は貸借期間中の全部又は一部においてお客様名義のままの場合もあり
、この場合、お客様は株主としての権利義務の一部又は全部が保持さ
れます。）株式分割等コーポレートアクションが発生した場合、自動的にお
客様の口座に対象銘柄を返却することで、株主の権利を獲得します。権
利獲得後の貸出設定は、お客様のお取引状況によってお手続きが異な
りますのでご注意ください。
貸借期間中に権利確定日が到来した場合の配当金については、発行
会社より配当の支払いがあった後所定の期日に、所得税相当額を差し
引いた配当金相当額が楽天証券からお客様へ支払われます。

●株主優待、配当金の情報について
株主優待の情報は、東洋経済新報社から提供されるデータを基にしてお
り、原則として毎月1回の更新となります。更新日から次回更新日までの
内容変更、売買単位の変更、分割による株数の変動には対応しており
ません。また、貸株サービス・信用貸株内における配当金の情報は、TMI
（Tokyo Market Information；東京証券取引所）より提供されるデータを
基にしており、原則として毎営業日の更新となります。株主優待・配当金
は各企業の判断で廃止・変更になる場合がありますので、必ず当該企
業のホームページ等で内容をご確認ください。

●大量保有報告（短期大量譲渡に伴う変更報告書）の提出について
楽天証券、または楽天証券と共同保有者（金融商品取引法第27条の
23第５項）の関係にある楽天証券グループ会社等が、貸株対象銘柄に
ついて変更報告書（同法第27条の25第２項）を提出する場合において、
当社がお客様からお借りした同銘柄の株券等を同変更報告書提出義
務発生日の直近60日間に、お客様に返還させていただいているときは、
お客様の氏名、取引株数、契約の種類（株券消費貸借契約である旨）
等、同銘柄についての楽天証券の譲渡の相手方、および対価に関する
事項を同変更報告書に記載させていただく場合がございますので、予め
ご了承ください。

●税制について
株券貸借取引で支払われる貸借料及び貸借期間中に権利確定日が
到来した場合の配当金相当額は、お客様が個人の場合、一般に雑所
得又は事業所得として、総合課税の対象となります。なお、配当金相当
額は、配当所得そのものではないため、配当控除は受けられません。また、
お客様が法人の場合、一般に法人税に係る所得の計算上、益金の額
に算入されます。税制は、お客様によりお取り扱いが異なる場合がありま
すので、詳しくは、税務署又は税理士等の専門家にご確認ください。

2023年10月1日現在



商号等：楽天証券株式会社／金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会、

一般社団法人第二種金融商品取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

●楽天証券の各取扱商品等に投資いただく際は、所定の手数料や諸経費等をご負担いただく場合があります。また各取扱商品等は、価格の変動
等によって損失が生じるおそれがあります。投資にかかる手数料等およびリスクについては、楽天証券ウェブサイトの「投資にかかる手数料等およびリスク」
ページや「契約締結前交付書面」等をよくお読みになり、内容について十分にご理解ください。

●この冊子の内容は2024年11月5日現在のものです。掲載している情報は一部、開発中の内容を含んでいます。そのため予告なく仕様などが変更
される場合があります。あらかじめご了承ください。
●掲載している情報は、証券投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、特定の個別銘柄や取引手法を推奨または勧誘するものではあり
ません。また、証券投資には価格変動等により投資元本を割込む等のリスクがともないます。最終的な投資決定は、お客様ご自身の判断でなさるよう
お願い
いたします。
●楽天証券では、お客様からお預りした資産はすべて弊社の資産と分別保管され、株式・債券等は保管振替機構等の保管機関に、金銭は信託銀
行に預けられます。
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